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ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
り
ま
す
「
第

５
次
幸
田
町
総
合
計
画
」（
素
案
）
の
骨

組
み
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

現
在
実
施
中
の
第
４
次
総
合
計
画
の
基
本

計
画
が
平
成
１７
年
度
で
終
期
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
基
本
構
想
の
計
画
期
間
は
平
成

２２
年
ま
で
の
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
残
余

期
間
が
あ
り
ま
す
が
、
少
子
・
高
齢
化
、

人
口
減
少
時
代
の
到
来
、
地
球
環
境
の
保

全
や
社
会
の
安
全
確
保
な
ど
時
代
の
転
換

点
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
応
す
べ
く
、
今
回
新
た
に
第
５
次

総
合
計
画
を
向
こ
う
１０
年
間
の
行
政
指
針

と
し
て
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
、そ
の
骨
組
み
と
な
る
基
本
構
想
・

基
本
計
画
（
素
案
）
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
住
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
基
礎
と
な
る

大
切
な
計
画
で
す
。
ふ
と
浮
か
ん
だ
あ
な

た
の
率
直
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

ま
ち
の
将
来
像

　

町
民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と

し
て
共
有
す
る
将
来
像
を
「
人
と
自
然
を

大
切
に
す
る
緑
住
文
化
都
市
」
と
し
ま
す
。

　

周
囲
を
山
並
み
に
囲
ま
れ
た
本
町
に
は
、

里
山
の
緑
や
川
、
市
街
地
を
取
り
巻
く
農

地
、
そ
し
て
た
め
池
な
ど
が
織
り
な
す
豊

か
な
緑
の
景
観
が
広
が
り
、
時
代
を
超
え

て
継
承
さ
れ
て
き
た
豊
か
な
環
境
が
最
大

の
魅
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
皆
さ
ん
が｢

住
ん
で
良
か
っ
た｣

と
思

う
ま
ち
、
訪
れ
る
人
々
が
他
の
都
市
と
比

べ
て｢

心
地
良
い
場
所
だ
な
、
住
ん
で
み

た
い
な｣

と
感
じ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

本
町
が
引
き
継
い
で
き
た
魅
力
を
都
市
的

発
展
の
中
に
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
自
然
と
生
活
、

活
力
の
あ
る
農
業
、
工
業
や
商
業
、
そ
し

て
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
活
発
な
文
化
芸

術
活
動
が
、
調
和
あ
る
か
た
ち
で
融
合
す

る
、
豊
か
で
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
創
造
し
て
い
き
ま

す
。

  

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

将
来
像
実
現
に
向
け
て
、

次
の
６
つ
を
基
本
方
針
と
し

ま
す
。

①
安
全
で
快
適
な
都
市
の
基

　

盤
・
生
活
の
環
境
づ
く
り

　

快
適
な
暮
ら
し
や
人
々
の

交
流
、
産
業
の
活
力
を
支
え
、

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
都
市
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

　

耐
震
補
強
、
総
合
治
水
対
策
、
幹
線
道

路
整
備
、
公
共
下
水
道
整
備
、
土
地
区
画

整
理
、
道
の
駅
整
備
、
墓
園
整
備
事
業
な

ど②
環
境
と
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

里
山
の
森
や
川
、
農
地
や
た
め
池
な
ど

豊
か
な
自
然
を
大
切
に
生
態
系
に
配
慮
を

し
都
市
生
活
と
の
共
生
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
地
球
の
限
り
あ
る
資
源

を
大
切
に
活
用
す
る
資
源
循

環
型
社
会
の
形
成
を
図
り
ま

す
。

　
【
主
な
事
業
】

　

不
動
ケ
池
・
大
井
池
で
の

環
境
整
備
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
、
公
園
整
備
、
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
建
設
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
、
分
別
収
集
の
推
進

な
ど

③
多
様
な
産
業
が
育
つ
ま
ち
づ
く
り

　

農
業
、
工
業
、
商
業
な
ど
、
ま
ち
が
こ

れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
産
業
特
性
を
最
大

限
活
か
し
つ
つ
、
次
世
代
産
業
の
誘
致
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
い
楽
し
む
拠

点
形
成
な
ど
、
次
の
時
代
を
見
据
え
た
産

業
振
興
を
進
め
ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

　

商
業
拠
点
の
整
備
、
新
た
な
産
業
の
誘

導
、
農
業
後
継
者
育
成
、
農
村
農
業
公
園

の
整
備
、
地
産
地
消
の
推
進
、
観
光
資
源

の
創
造
な
ど

④
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

住
民
同
士
が
互
い
の
生
活
を
尊
重
し
、

健
康
を
思
い
や
り
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
助
け
合
う
よ
う
な
、
心
温
か
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
に
よ
る
地
域
社
会
を
築
き

ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

　
『
み
ん
な
で
育
む
健
康
こ
う
た
２１
計
画
』

の
推
進
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
設
置
な
ど
子
育
て
支
援
、
第
二
福
祉

授
産
所
建
設
、
介
護
予
防
と
生
活
支
援
事

業
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
築
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
促
進
な
ど

⑤
地
域
文
化
・
人
づ
く
り

　

ゆ
と
り
や
生
き
が
い
を
支
え
る
文
化
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
生
涯
学
習
と
し
て
取
り
組
む
機
会
を
充

実
し
ま
す
。
子
ど
も
の
希
望
や
思
い
や
り

の
心
を
大
切
に
育
て
る
学
校
教
育
、
家
庭

教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

▲道の駅（構想図）

新
総
合
計
画（
素
案
）の

あ
ら
ま
し

基
本
構
想（
構
想
期
間

、活力あるまち 

    組みがまとまりました 

平
成
１８
年
度
〜
２７
年
度
）
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【
主
な
事
業
】

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
幸
田
中
学
校

体
育
館
お
よ
び
中
央
公
民
館
の
改
築
、
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
郷
土
資
料
館
建
設
、

総
合
体
育
館
建
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

整
備
な
ど

⑥
健
全
な
行
財
政
に
よ
る
確
か
な
ま
ち
づ

　

く
り

　

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
や
情
報
の
公
開
、

町
民
の
参
加
や
参
画
の
機
会
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政
の
一
層
の
改
革

や
広
域
行
政
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
、
電
子
申

請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
事
務
事
業

評
価
の
推
進
、
民
間
委
託
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

の
検
討
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
、
財
政
情

報
の
公
開
な
ど

  

将
来
の
人
口
（
目
標
人
口
）

　

現
在
、
事
業
実
施
段
階
と
な
っ
て
い
ま

す
開
発
事
業
に
お
い
て
の
計
画
人
口
が
、

平
成
２７
年
ま
で
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
と
、
幸
田
町
の
人
口
は
概
ね

４
万
人
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
将
来
に
向
け
て
、
私
た
ち
の
ま

ち
が
、
周
辺
自
治
体
と
連
携
や
交
流
を
図

り
な
が
ら
、「
自
立
し
た
都
市
」
と
し
て

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
５
万

人
規
模
を
展
望
し
た
都
市
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

  
土
地
利
用
計
画

●
4
つ
の
都
市
核
（
3
駅
プ
ラ
ス
１
）

　

Ｊ
Ｒ
幸
田
駅
、
三
ケ
根
駅
、
新
設
を
予

定
し
て
い
る
（
仮
称
）
相
見
駅
周
辺
市
街

地
に
、
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
周
辺

の
地
域
交
流
拠
点
を
加
え
、
４
つ
の
都
市

核
と
し
て
位
置
付
け
、
ま
ち
全
体
と
し
て

コ
ン
パ
ク
ト
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
市
街
地

形
成
を
計
画
的
に
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

●
2
つ
の
交
通
軸
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

町
の
基
幹
的
な
交
通
を
担
う
広
域
幹
線

道
路
の
う
ち
、
国
道
２
４
８
号
を
南
北
基

幹
軸
、
国
道
２３
号
（
名
豊
道
路
）
を
東
西

基
幹
軸
と
位
置
付
け
、
こ
の
十
字
の
２
路

線
を
軸
に
、
広
域
圏
と
の
連
携
強
化
を
進

め
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
２
路
線
と
４

つ
の
都
市
核
な
ら
び
に
周
辺
市
街
地
、
集

落
地
、
工
業
地
な
ど
の
都
市
機
能
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
る
道
路
網
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

●
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生

　

ま
ち
の
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
を
展

開
し
て
い
く
た
め
、
生
態
系
再
生
の
軸
と

な
る
広
田
川
水
系
、
拾
石
川
水
系
、
須
美

川
水
系
の
３
つ
の
水
系
を
環
境
軸
と
し
て

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
集
落
を
取
り
囲

む
農
地
や
そ
の
背
後
に
広
が
る
森
林
・
自

然
緑
地
を
環
境
域
と
し
て
防
災
に
配
慮
し

そ
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

  

推
進
体
制

　

ま
ち
全
体
の
発
展
の
た
め
に
は
、
基
本

構
想
に
お
い
て
示
す
地
域
づ
く
り
の
将
来

目
標
に
つ
い
て
行
政
と
町
民
が
認
識
を
共

に
し
、
目
標
に
向
け
て
相
互
の
役
割
を
尊

重
し
、
支
え
補
い
合
い
な
が
ら
協
働
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
各
地
域
の
発
展
を
図
る
上
で
は
、

身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
加
え
て
、

福
祉
や
文
化
、
環
境
や
防
災
な
ど
様
々
な

分
野
の
住
民
活
動
、
さ
ら
に
は
地
域
の
民

間
事
業
者
や
進
出
立
地
し
て
い
る
企
業
な

ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
自
治
活
動
を
活
性

化
し
て
い
く
取
り
組
み
を
行
政
と
し
て
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
情
報
課
企
画
係

　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

幸田町公式ホームページに『第5次総合計画（素案）』を掲載します。
掲載期間　4月30日まで
ホームページ　http://www.town.kota.aichi.jp
Ｅメール　kikakujoho@town.kota.lg.jp
ＦＡＸ   63－5139
宛先　持参の場合含め総務部企画情報課
＊お寄せいただいたご意見に対して、個別に回答はしませんが提出された意見に対する町
　の意見を整理し公表します。

▲整備が進む名豊道路

5万人規模を展望した都市づくり 

現在 
2005（H17） 

計画期間 
2015（H27） 

将来 

皆さんのご意見をお寄せください。

  

基
本
計
画（
１０
年
後
目
標
）

特 集 3 夢のある、心のかよう、
 

第5次幸田町総合計画（素案）の骨   
 

特集③　夢のある、心のかよう、活力あるまち　

『人と自然を大切にする緑住文化都市』をめざして！！


